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༭　࣬

ప֭支援を担̠看護師の࿨ڬに関する࣭内文ࡃの検討

中村　׫，大日向輝美

ढ़ི֓ش大学༗健֓療学部看護学ش

ʲ目的ʳୀ院支援に関する国内文献で述べられている看護師の໾ׂを੔理し，看護師間の࿈ܞ・協働に向
けた課題と方向ੑについて示ࠦを得るための基ૅࢿྉとする．

ʲ方法ʳ医中誌Web版を用いて「ୀ院支援ORୀ院調੔」AND「看護」AND「໾ׂ」をキーワードとして
検索した．検索された554文献のうͪ，本研究の目的に合கした15文献を分ੳ対象とした．15文献から看
護師の໾ׂとして述べられている内容をந出し，意ຯ内容の類ࣅしているものを࣭的帰ೲ的に分ੳした．

ʲ結果ʳ分ੳ対象文献よりந出された看護師の໾ׂはʲױ者・家଒の意ࢥやر望のଚॏと実現に向けた関
わりʳ̡ 者の療ཆ生活を支える家଒にয఺を当てた支援ʳ̡ױ 看護師のୀ院支援の実践ೳྗを向上させるた
めの教ҭ支援ʳを含む7カテΰリーに分類された．

ʲ࡯ߟʳୀ院支援を担う看護師の໾ׂとして，家଒にয఺を当てた支援を行うことやୀ院支援に関する教
ҭ支援があるとߟえられた．また，ୀ院支援においてはҟなる໾ׂを担う看護師同࢜がそれͧれの専門ੑ
を明らかにし，相ޓ理ղをਂめた上で࿈ܞ・協働を進めていく必要ੑが示ࠦされた．

キーワード：ୀ院支援　看護師の໾ׂ　文献検౼
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中村　ԁ，大日向ً美

Ⅰȅ͉̲͛に

　近年，在院日数の୹ॖや在୐医療のਪ進がいわれ，2012
年には地域แׅέアシステムのߏஙが厚生労働省の੓ࡦと
して掲͛られた１）．しかし医療管理や介護を要するױ者の
૿加，֩家଒Խの進行による介護ྗの௿下などの課題によ
り，ױ者と家଒がԁ׈に在୐療ཆへҠ行するためのୀ院支
援のॏ要ੑがߴまͬている．
　ୀ院支援を担う看護৬にはප౩看護師，外དྷ看護師，訪
問看護師に加え，ୀ院支援・ୀ院調੔を専門とするୀ院調
੔看護師がある．2008年の診療報ु改定により各医療機関
でୀ院調੔看護師の配ஔがٸ଎に進められて以降，ୀ院支
援を担う看護৬は࿈ܞ・協働のもと各ʑの໾ׂを果たすこ
とが必要となͬた．しかし，それͧれの看護師の໾ׂが明
確になͬておらず，࿈ܞ・協働したୀ院支援に関してे分
な研究は行われていない．一方，国外では在୐へのҠ行支
援に関する研究が行われているものの２,３），医療੍度や看
護師֨ࢿがҟなるため日本の状گに適合させることは೉し
い．そこで本研究では，ୀ院支援に関する国内文献で述べ
られている看護師の໾ׂを੔理し，࿈ܞ・協働に向けた課
題と方向ੑについての基ૅࢿྉを得ることを目的に文献検
౼を行ͬた．

Ⅱȅဥࢊの定義

ˍȅప֭支援

　医療機関からのୀ院後，どこでどのように療ཆしたいの
かをױ者・家଒が意ࢥ決定し，その実現に向けて行われる
支援全般のこととする．

ˎȅ看護師の࿨ڬ

　ୀ院支援において，ױ者・家଒や同৬種・他৬種に対し
て行われる看護師の働きかけのこととする．

Ⅲȅ研究方法

ˍȅ文ࡃのಒ੄方法

　医学中ԝ雑誌Web版を用いて「ୀ院支援ORୀ院調੔」
AND「看護」AND「໾ׂ」をキーワードに「原著論文」
を条件として2017年10月3日に検索を行ͬた．発行年の期
間の限定はしなかͬた．ऩ集された554文献について，タ
イトルから入院ܗ態のҟなるਫ਼ਆ࣬ױױ者のୀ院支援に関
する文献，঎業雑誌・ප院紀要等をআ外した．さらにঞ࿥
から文献ϨϏϡー，看護師の໾ׂに言及していない文献を
আ外し，25文献をந出した．25文献をਫ਼読し，看護師の໾
ׂに言及している15文献を分ੳ対象とした．（図１）（表１）

ˎȅ分析方法

　15文献をਫ਼読し，本研究の目的および用語の定ٛとর合
した上で看護師の໾ׂとして述べられている内容をந出し
た．それͧれの論文で述べられている看護師の໾ׂは，Մ
ೳな限りந象度が同程度の内容をൈき出し，ந象度がߴい
内容については論文をਫ਼読し，意ຯ内容をଛなわないよう
に஫意しながら補଍した．ந出した内容で意ຯ内容の類ࣅ
しているものを集め，࣭的帰ೲ的に分ੳした．データの分
ੳには࣭的研究の経験を有する研究者からのスーύーόイ
スを受け，ଥ当ੑの確保に౒めた．

Ⅳȅࠫ　　　果

　対象文献より108項目の看護師の໾ׂがந出された．108
項目の看護師の໾ׂは，30サϒカテΰリーから7カテΰリ
ーに分類された．以下，̡ 　ʳはカテΰリーを，ʪ　ʫはサ
ϒカテΰリーを示す．（表２）

ˍȅ Ⱥప֭後͜安஠̥つ安心して療養生活を௣る̹͛の関

ͩͤȻ

　このカテΰリーは6サϒカテΰリーからߏ成され，ʪ在୐
療ཆに必要な援助技術の指ಋʫやʪୀ院後も安৺して療ཆ

଎ˍ　చય文ࡃの஖定
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ୀ院支援を担う看護師の໾ׂに関する国内文献の検౼

できるようなڥ؀の調੔ʫといͬたୀ院後もܧ続するױ
者・家଒の療ཆ生活を支持する໾ׂが示された．

ˎȅȺప֭支援のຈ要性の฻断と支援の方向性の検討Ȼ

　このカテΰリーは3サϒカテΰリーからߏ成され，ʪୀ院
支援を進めるためのスクリーχンάと問題の明確Խʫやʪୀ
院後をݟਾえた༧ଌを基൫とした支援の方向ੑの検౼ʫと
いͬたױ者・家଒の状گから必要な支援をଧͪ出す໾ׂが
示された．

ˏȅ Ⱥ患者・家族のփএ͞ܛ望のఄ重と৘࡛に向け̹関ͩ

ͤȻ

　このカテΰリーは5サϒカテΰリーからߏ成され，ʪױ
者・家଒の意ࢥやر望のଚॏʫやʪױ者・家଒の意ࢥの実
現ʫといͬたױ者・家଒の意ࢥ決定をଚॏし，実現に向け
て具体的に行動する໾ׂが示された．

ːȅȺ患者の療養生活を支える家族にઙതを̜て̹支援Ȼ

　このカテΰリーは4サϒカテΰリーからߏ成され，ʪ家଒

ນˍ　分析చય文ࡃ

ಠ৪ ΗͼΠσ ਓशধ చય ༹༷

山本ࢻൕ,
৿下安子

ୀ院調੔看護師によるප౩看護師の実
践ೳྗ向上へのかかわり　ୀ院支援に
おける状گの認識・働きかけにয఺を
当てて

 : 知ঁ子大学看護学会誌41(2)ߴ
60-69, 2016 ୀ院調੔看護師9名 Ҽ子୳索型研究/

半ߏ଄Խ໘接法

৿ 京子,
ܙ川智ݹ

在୐؇和έアへҠ行する終末期がΜױ
者の意ࢥ決定を支える看護師の援助

 : 看護医療大学紀要9(1)ࢢ日࢛
23-33, 2016

がΜױ者のୀ院支援
に関わͬた看護師4名

半ߏ଄Խ໘接法/
内容分ੳ

井上ึࡊ美
期ප院から在୐Ҡ行する終末期がੑٸ
Μױ者のୀ院支援における看護援助内
容と課題

せいれい看護学会誌6(1) : 1-7, 
2015 ප౩看護師13名 半ߏ଄Խ໘接法/

࣭的帰ೲ的分ੳ

ᜊ藤௚美 者のୀ院調੔におけるख़࿅看護師ྸߴ
の୎ӽした実践

ਆಸ川ݝ立保健෱ࢱ大学実践
教ҭセンター看護教ҭ研究集
࿥　教員・教ҭ担当者ཆ成課
程看護コース40 : 186-191, 2015

ප౩看護師3名 記述୳索的研究/
半ߏ଄Խ໘接法

池田ຑ左子

ප౩・NICU・GCUࣇ期ප院の小ੑٸ
の看護師によるୀ院支援の実際と課題
医療的έアが必要なॏ症৺身障がいࣇ
と家଒へのかかわりを௨して

日本小ࣇ看護学会誌24(1) : 47-
53, 2015 ප౩看護師6名 半ߏ଄Խ໘接法/

࣭的帰ೲ的分ੳ

ദ໦ゆきえ
機ೳ障害をདྷたしたױ者のୀ院支援に
おける看護師の家଒への関わりに関す
る研究

日本੺े字秋田看護大学日本
੺े字秋田୹期大学紀要18 : 
27-35, 2013

ප౩看護師10名 半ߏ଄Խ໘接法/
࣭的帰ೲ的分ੳ

Kanai[umi S
Nursing Practice Supporting the 
Transition of Technology-Dependent 
Children from Hospital to Home

The Kitakanto Medical Journal 
63(3): 199-208, 2013

ප౩看護師7名/
ୀ院調੔看護師2名/

訪問看護師6名 

࣭的記述的研究/
半ߏ଄Խ໘接法

ۚ子࢙代,
૔井Ղ子,
藤益美ࠤ

者のセルフέアを支援する家଒ױྸߴ
へのୀ院支援としての援助技術

新ׁ੨ྕ学会誌5(3) : 41-49, 
2013 ප౩看護師10名 半ߏ଄Խ໘接法/KJ法

ञ井߁江,
Ԟ野༝美子,
஛内ۄॹ

に関ܞの地域࿈ࣇױ続看護が必要なܧ
する看護৬者らのࢥい

෱岡ঁ学院看護大学紀要2 : 85-
89, 2011

保健師8名/
助࢈師2名/
看護師13名 

࣭問ࢴ調査/
࣭的帰ೲ的分ੳ

田中ത子,
ҏ藤ҁ子,
真野ڹ子

期ප院から自୐へつなぐୀ院調੔ੑٸ
看護師の໾ׂ

東京医療保健大学紀要6(1) : 65-
71, 2010 ୀ院調੔看護師2名 ࣭的記述的研究/

半ߏ଄Խ໘接法

ؙ岡௚子,
൐真༝美,

川ౡ和代 他

ୀ院調੔部門の૊৫発ୡにおける看護
管理者およびୀ院調੔看護師の໾ׂ ੴ川看護雑誌6 : 67-76, 2009

看護部長5名/
෭看護部長2名/

ୀ院調੔看護師7名 

άループインタϏϡー/
࣭的帰ೲ的分ੳ

প田༞子 地域医療࿈ܞにおけるප౩看護師の໾
ׂ

日本ώϡーマンέア科学会誌
1(1) : 77-83, 2008 ප౩看護師11名 /法࡯؍加ࢀ

άラ΢ンテッドセオリー

ฏ੉અ子,
本智子ڮ

者のୀ院支援にかかわる看護師のྸߴ
໾ׂ
地域との࿈ܞを௨して

看護・保健科学研究誌6(3) : 67-
75, 2006

ୀ院調੔を行ͬた
5事例の経ա記࿥ 調査研究/KJ法

藤澤まこと,
ීরૣබ,
৿ ਔ実 他

ୀ院調੔看護師の活動とୀ院支援にお
ける課題

-立看護大学紀要6(2) : 35ݝෞذ
41, 2006 ୀ院調੔看護師1名 対象者へのฉきऔり調査

ؙ岡௚子,
,美߂藤ࠤ

川ౡ和代 他

ୀ院ױ者に提ڙされた看護サーϏスの
実態からみたୀ院調੔におけるප院看
護師の໾ׂ

ੴ川看護雑誌1 : 31-38, 2004 看護部長・看護師長
16名ܭ ໘接調査
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中村　ԁ，大日向ً美

の負担ܰݮに向けたサポートʫʪ家଒の日ৗ生活をҡ持す
るための支援ʫといͬたױ者を支える家଒にয఺をஔいた
支援が໾ׂとして示された．

ˑȅȺప֭支援がڲ׫にૺむ̹͛の体制のା๵と಺ାȻ

　このカテΰリーは4サϒカテΰリーからߏ成され，ʪଟ৬
種・他機関と࿈ܞした支援体੍の੔උʫʪԁ׈なୀ院支援
進行のためのコーディωートʫといͬた院内外の関係者間
の調੔機ೳが໾ׂとして示された．

˒ȅȺ患者・家族と֭内外の֓療者をつ̪̈́関ͩͤȻ

　このカテΰリーは5サϒカテΰリーからߏ成され，ʪױ
者・家଒の代ห者となり，医療者へ意ݟをつなぐʫʪױ者・
家଒に関わるスタッフ間の情報をつなぐʫといͬた関係者
間のڮ౉しとしての໾ׂが示された．

˓ȅ Ⱥ看護師のప֭支援の৘க能力を向上̵̯る̹͛のޗ

֗支援Ȼ

　このカテΰリーは3サϒカテΰリーからߏ成され，ʪୀ院
支援に関する看護৬者の知識をߴめるʫʪ看護師のୀ院支
援へのऔり૊みに対する意識をߴめるʫといͬた看護৬者
の実践ೳྗ向上に向けた教ҭ的໾ׂが示された．

Ⅴȅࣉ　　　ख़

ˍȅప֭支援を担̠看護師の࿨ڬについて

　本研究の結果では，看護師の基本的な໾ׂであるױ者の
安全をकり，安ָな療ཆ生活をૹるための支援に加えて，
ୀ院後にܧ続するױ者・家଒の生活をݟਾえ，家଒にয఺
を当てた支援が໾ׂとして認識されていた．長江４）は地域
でల開する看護には，ױ者の生活を総合的にଊえ，ともに
฻らす家଒全体の生活のあり方を೺Ѳした上で必要な医療
やέアの方法を提Ҋし，サーϏスにつな͛る生活と医療を
౷合するྗが必要であると述べている．本研究の結果から
も，慣れない医療ॲஔや介護を担う家଒の負担やୀ院に൐
い変Խが༧ଌされる家଒の日ৗ生活をߟ慮し，ױ者のୀ院
後も家଒としての機ೳや関係ੑをҡ持できるよう支援する
໾ׂがあるとߟえられた．
　また，必要な支援の検౼やױ者・家଒のر望の実現など，
看護師自らがߟえや判断を持ͪ，医療チームの中৺となͬ
てओ体的にୀ院支援を਱行する໾ׂがあるとߟえられた．
看護師がイχシアチϒを発شしてୀ院支援を行うためには
専門知識の֫得や実践ೳྗの向上を図る必要ੑがあること
から，看護師に対する教ҭ支援を看護৬者自らが担うこと

ນˎ　ȶ看護師の࿨ڬȷの分析ࠫ果

΃ΞΌςȜ ΍ή΃ΞΌςȜ ಒ੄̯ͦ 2̹18ࣜ࿒͈̠̻ ͈యນഎܱ̈́੆

ୀ院後も安全かつ安৺して療ཆ生
活をૹるための関わり

在୐療ཆに必要な援助技術の指ಋ 必要な医療ॲஔの自立に向けた支援
に応じた教ҭ的指ಋگ者・家଒の個別的な状ױ 準උ状態にあわせて介入をۃݟめる
出現している身体症状の؇和 身体症状の؇和のための援助
在୐療ཆにඋえた৺身の状態のҡ持・向上 ප状のѱԽにඋえる
ୀ院後も安৺して療ཆできるようなڥ؀の調੔ 者・家଒への相ஊ૭口の提示ױ
ஙするための関わりߏ࠶者・家଒が前向きにୀ院後の生活をױ ୀ院後の新たな生活のߏ࠶ஙに向けた援助

ୀ院支援の必要ੑの判断と支援の
方向ੑの検౼

ଟ༷な状گにあるױ者・家଒のアセスメント ଟ༷な状گにあるױ者の情報ऩ集・判断
ୀ院支援を進めるためのスクリーχンάと問題の明確Խ ୀ院後の生活に支障をきたすڪれのあるજ在的な問題のஹީを೺Ѳする
ୀ院後をݟਾえた༧ଌを基൫とした支援の方向ੑの検౼ 入院時にୀ院調੔で看護師に求められる໾ׂの༧ଌをもつ

望のଚॏとرやࢥ者・家଒の意ױ
実現に向けた関わり

者・家଒の現状の認識とୀ院支援の必要ੑの理ղをଅすױ 者・家଒にୀ院支援の必要ੑを説明しྃױ ղを得る
望のଚॏرやࢥ者・家଒の意ױ 意ࢥ決定への支援と問題の明確Խ
の実現ࢥ者・家଒の意ױ を実現するࢥ者・家଒の意ױ
者・家଒と࿩し合う機会を持つױ 者・家଒との໘ஊױ
者と家଒の関係ੑを保持するための配慮ױ Μで྆者の関係に配慮するټ者の৺情をױ

者の療ཆ生活を支える家଒にযױ
఺を当てた支援

在୐療ཆへҠ行するױ者を๊える家଒のࢥいの支持 家଒の気持ͪを支える
家଒の負担ܰݮに向けたサポート 家଒の状گを的確にとらえたサポート
家଒の日ৗ生活をҡ持するための支援 生活の場の変更に൐う家଒への支援や代行
家଒との関係ੑのߏஙと情報の共有 者ͩけでなく家଒との信頼関係と援助関係を意識的にஙくױ

ୀ院支援がԁ׈に進むための体੍
の੔උと調੔

ୀ院支援に関する院内システムの੔උ ୀ院調੔の基൫づくり
ଟ৬種・他機関と࿈ܞした支援体੍の੔උ 他機関との࿈ܞ・支援体੍づくり
ԁ׈なୀ院支援進行のためのコーディωート 課題ղ決へのコーディωート
適切なࣾ会ݯࢿの活用にむけた情報提ڙと調੔ 地域でのサーϏスに関する説明と提ڙՄೳなサーϏスの確認

者・家଒と院内外の医療者をつױ
なぐ関わり

をつなぐݟ者・家଒の代ห者となり，医療者へ意ױ ୀ院に向けてのױ者・家଒・医療者との意ݟ調੔
家଒と医療者の関係ੑをつなぐ 家଒と医療者のڑ཭を近づける
者・家଒に関わるスタッフ間の情報をつなぐױ 院内外のスタッフ間で必要ෆՄܽな情報を確実につなぐ
院内外の関係者とױ者・家଒の関係づくりのଅ進 他施ઃや院内の他৬種間や他৬種とױ者・家଒間の஥介
ୀ院後にܧ続が必要な看護の引き͗ܧ 訪問看護師にέア内容を఻える

看護師のୀ院支援の実践ೳྗを向
上させるための教ҭ支援

ୀ院支援に関する看護৬者の知識をߴめる ୀ院調੔検౼会の開࠵
看護師のୀ院支援へのऔり૊みに対する意識をߴめる ප౩チームとしてୀ院支援にऔり૊む意識をߴめる
ප౩看護師に対する教ҭ支援 ප౩看護師を後方から支援する
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ୀ院支援を担う看護師の໾ׂに関する国内文献の検౼

を໾ׂとして認識しているとਪ࡯された．

ˎȅ連ފ・ࠈ൱し̹ప֭支援に向けて

　診療報ुの改定に後ԡしされるܗで発లしてきたഎܠを
もつୀ院支援は，今もなお新たな੍度に改変され，看護師
に求められる໾ׂは変動し続けているといえる．本研究の
分ੳ対象文献では，ୀ院支援を担うそれͧれの看護৬の໾
ׂの専門ੑや，࿈ܞ・協働に向けた໾ׂ調੔に言及してい
る文献はݟ当たらなかͬた．井上５）は，࿈ܞの条件の1つ
として相手の業務内容の理ղと専門ੑのଚॏや，૒方の࢓
事がみえるシステムを͛ڍている．したがͬて，ୀ院支援
を担うそれͧれの看護師が࿈ܞ・協働するためには，੍度
に左右されない各ʑの専門ੑを明確にし，支援に活かすこ
とが課題であるといえる．今後はୀ院支援を担う看護師が
相ޓの໾ׂの理ղをਂめるとともに，࿈ܞ・協働体੍のߏ
ஙのためには各ʑの専門ੑやڧみを明らかにする研究の必
要ੑが示ࠦされた．

　本研究はฏ成29年度文部科学省科学研究費補助ۚʲए手
研究(B) 課題番号16K20716ʳの助成を受けて実施した．開
示すべき利益相反はない．
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